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審 議 部 会：日本工業標準調査会 標準部会（部会長 二瓶 好正） 
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 この規格についての意見又は質問は，上記原案作成者又は経済産業省産業技術環境局 基準認証ユニット産業基盤標準

化推進室（〒100-8901 東京都千代田区霞が関 1-3-1）にご連絡ください。 

 なお，日本工業規格は，工業標準化法第 15 条の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに日本工業標準調査

会の審議に付され，速やかに，確認，改正又は廃止されます。 
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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本芳香族工業会 (JAIA)／財団法

人日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

これによって JIS K 2435 : 1992 は廃止され，JIS K 2435-1，JIS K 2435-2 及び JIS K 2435-3 に置き換えら

れる。 

今回の制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成

及び日本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするため，ISO 5272 : 1979，Toluene for industrial 

use－Specification を基礎として用いた。また，日本工業規格と国際規格との対比を容易にするため，JIS K 

2435 を 3 部に分割した。また，前回の改正から今回にかけて，ISO 5272 : 1979 の品質項目に規定されてい

る試験方法に引用されている規格の多くは廃止されているが，この規格で品質項目に規定している項目の

試験方法は，品質を確保するためすべて残すこととした。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的内容をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS K 2435-2 には，次に示す附属書がある。 

附属書（参考） JIS と対応する国際規格との対比表 

JIS K 2435 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS K 2435-1 第 1 部：ベンゼン 

JIS K 2435-2 第 2 部：トルエン 

JIS K 2435-3 第 3 部：キシレン 
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日本工業規格          JIS 
 K 2435-2：2006 
 

ベンゼン・トルエン・キシレン－第 2 部：トルエン 
Benzene･Toluene･Xylene-Part 2 : Toluene 

 
序文 この規格は，1979 年第 1 版として発行された ISO 5272，Toluene for industrial use－Specification を翻

訳し，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，原国際規格を変更している事項である。変

更の一覧表をその説明を付けて，附属書（参考）に示す。 

 

警告 トルエンは，引火性の強い危険物であり，火災・爆発などの危険があるので，特に火気，静電気

などに注意するとともに，取り扱いには万全の注意が必要である。さらに，健康有害性の強い物

質であるため，取扱い上，蒸気の吸入，皮膚接触などを避けるように十分な注意が必要である。

また，大気，水質の汚染を防止するため，試料採取時の洗浄廃液，試験終了後の試料の処分など

についてもできる限り回収する必要がある。この規格は，その使用に関連して起こりうるすべて

の安全上の問題を取り扱おうとするものではない。この規格の利用者は，各自の責任において安

全及び健康に対する適切な措置を取らなければならない。 

 

1. 適用範囲 この規格は，工業用（溶剤用を含む。）トルエンについて規定する。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を示す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO 5272 : 1979，Toluene for industrial use－Specification (MOD) 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 2410 芳香族製品及びタール製品用語 

JIS K 2435-1 ベンゼン・トルエン・キシレン－第 1 部：ベンゼン 

JIS K 8680 トルエン（試薬） 

JIS K 8858 ベンゼン（試薬） 

 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，JIS K 2410 による。 

 

 

 

 


